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1994年6月 17Bから 1か月間，じSAの9都市で関擢された第 15@]ワールドカップ(世界

選手権大会， W杯)サッカーは世界 180か国に放映され，延べ 300f:意人が観戦をするといわ

れる巨大なスポーツ大会であった。この大会を主催する冨際サッカ一連盟 (FIFA)の加盟数

は 191の国・地域であり，今回のじSA大会は世界の 141か国・地域が参加し， 2年4か月に

わたる予選を勝ち抜いた 22か菌・地域に前冨優勝のドイツ，開催国の USAを加えて 24チー

ムが寝静を争い，ブラジルが PK戦の結果，イタ 1)アを下し 4度自の栄冠を手中にしたc

この 94W杯 USAで辻全52試合が戦われ，その l戦 i戦が数々のドラマを生み，また多く

の影響を及ぼしているのは言うまでもない。なかでも予選リーグ C組韓自対ボリピア戦の全

103分49秒とロスタイムが 13分49秒であり，このロスタイムは試合時間 90分の約 15%に

もあたる長さであった。一方，決勝トーナメント 1屈戦メキシコ対ブルガワア戦ではまさにア

クシデントであるゴールポスト・ネットの支えパーの破損が生じたため全98分25秒のうちロ

スタイム 8分 25秒などがあり，このように大会全般を通してもロスタイムの長い試合が比較

的見受けられた。

フェアプレーを推進1)2)する国際サッカ一連盟 (FIFA)では得点の増加とラフプレーの追放

をねらい，オフサイドの規定3)4)を改正，後方からの無理なタックルは退場3)5)6)などルールを

改正し，また覚え書き等で逐次世界各加盟の国及び地域協会に通達している。その中でも試合

時間の消耗・浪費いわゆる時間かせぎじ71を防ぐべく指導していることは周知の通りである。

またこのようなロスタイムの生じることは避けなければならないことは当然のこととし，試合

時陪 90分の中でより密度の高いプレーを畏関するために，実賓の試合時詞，インプレ一時間

をより多く確保して行かなければならないことは言うまでもなし」

このことに関する先進の研究報告十ぬ)は多少見受けられるが，これら従来の報告を踏まえ

て，今田は試合時間のうち実賓の試合時間がいかに確保されようとしているのか，そのための

アウトオブプレーの出現とその処理がし=かになされているのか これらの基礎的な資料を W

杯男子試合から得ょうとしたのでその一部を報告する。
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11 方法

1)対象試合;1986年第 13@]ワールドカップ(世界選手権大会)メキシコ大会準決勝2，決

勝の計3郁 (86WC) 0 1990年第 14回ワールドカップイタリア大会準決勝2，決勝，三位決定

戦の計4前 (90WC) 0 1994年第 15回ワールドカップ USA大会準決勝2，決勝，三位決定戦

の計4例 (94WC)，の総計 11例とした(表 1)。これらはし=ずれも NHK総合及び衛墨第 1で

放映されたものである。

2)データの収集;試合を VTR録画し，画面にフレームカウンタ FC-60Sを同期させ，時

間に換葬してインプレー及びアウトオブプレーの出現要菌(種類〉及び時間を計瀕した。

アウトオブプレーの出現要因の撞類8j9)10) 12)は 要菌 1.スローイン (TH)，要因 II. フリ

ーキック (F玄)，要因III. ゴールキック (GK)，要屋町.コーナーキック (CFじなどとし，

さらに要国V. その他 (0百I) としてV-1.ゴールイン (GI)， V -2. 1ンジュワータイム

(INJ) ， V -3.警告 (C)，V -4.退場 (SO)， V -5.選手交替 (SUB)， V -6. その他 (uth)

の6種類を一括した。

なお，収録された VTRのうち 1試合を 90分間として統一するために延長及びロスタイム

を除いた問。さらに 90WCの三位決定戦前半は 44分 16秒とした。

3)分析項目;アウトオブプレー及びインプレ一時間とその比率。アウトオブプレーの要因

別出現回数及び所要時間とその比率。アウトオブプレーの時間区分別生起率などとしたC

111 結果

1 アウトオププレーとインプレ一時間の比率

ロスタイムを除いた試合時関前半45分，後半45分，全90分のアウトオププレーとインプ

レーの 1試合当り平均時間について，表 1及び図 lよりみると， 86WCではアウトオププレ

一時間は 38分 19秒の42.6%であり，インプレ一時間は 51分41秒の 57.4%であった。 90WC

では，アウトオブプレ一時間は 35分 07秒の 39.1%であ乃，インプレ一時間は 54分 42秒の

60.9%であった。さらに， 94WCではアウトオブプレ一時需は 27分 11秒の 30.2%であり，

インプレ一時間は 62分49秒の 69.8%であった。

これらを前・後半別にみると，アウトオブプレ一時慢では 86WC及び90WCIまともに前半

;こ対して後半に約4分の増大がみられた。 94WCは前半に対して後半がわずかに約 10秒の増

大であり，前・後半誌とんど同じであった。インプレ一時障は，アウト才ププレ一時間と辻逆

の様相であり， 86WC及び90WCIまともに蔀半に対して後半に約4分の減少であり， 94WC

;ま前半に対して後半がわずかに約4秒の減少であった。

3大会期の推移をみると，アウトオブプレー時開では 86WCの42.6%，90WCの39.1%，94

WCの30.2弘と頼次比率が減少し， 94WCは90WCtこ対して約 10%，時間では約 8分の減
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Table 1 Percentage and Time of Out-of-Play and In-Play Per Match 

Out-of-Play ln-Play 

むontinuous
Time τime 

Classification Time of each Time of each 
of Match mln:sec % sec n mln:sec % sec n 

86WC 1 ST 17:08 38.1 17.6 58.3 27:52 61. 9 30.3 56.0 
2ND 21:11 47.0 19.3 65. 7 23:49 53.0 24.0 60.3 
鴨IOLE 38:19 42.6 18.5 124.0 51:41 57.4 27.0 116.3 

90WC 1 ST 15:35 34.8 17.4 54.3 29:14 65.2 33.6 52.5 
2ND 19:32 43.4 20.1 58.0 25:28 56.6 31. 0 50.5 
鴨IOLE 35:07 39.1 18.8 112.3 54:42 60.9 32.2 103.0 

94WC 1 ST 13:30 30.0 16.3 49.8 31:30 70.0 38.8 48.8 
2ND 13:41 30.4 15.9 52.3 31:19 69.6 38.3 49.0 
瞬時LE 27:11 30.2 16.0 102.0 62:49 69.8 38.6 97.8 

note)86習C;SFGER*FRA A豆G*BEL，Fina1ARGネGER.
90習C;SFARG*ITA GER*ENG，3rd P ITA正問(lSτ;44min16sec) ，Final GER*ARG. 
94習C;SFBGR*ITA S官E*BRA，3rdP S習E喝GR，FinalBRA*ITA. 
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40 

30 

20 

10 

。

86WC阪 42.6物|

ωWC~39.1 ~ 60.9 

附C~30.2 劾 69.8

。 50 100% 

Fig. 1 Percentage of Out-of-Play and In-Play 
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Fig. 2 A verage Time of each Out-of-Play and In-Play 
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少であったc インプレ一時間では 86WCの57.4%.90WCの60.9%.94WCの69.8%と順次比

率が増大し， 94WCは90WCに対して約 10%，時間では約 8分の増大であった。

菌2よりアウトオブプレーの 1国当りの所要時間をみると， 86WCは 18.5秒， 90WCは 18.8

秒であり， 94WCは 16.0秒ともっとも小であった (pく0.05)。インプレーの l回当りの持続

時間をみると， 86WCは27.0秒， 90WC辻32.2秒であり， 94WCでは 38.6秒と穎次増大し，

94WCがもっとも大であった (P<O.Ol)0 

2 アウトオブプレーの要菌加国数及び時間の生起率

1試合当りのアウトオププレーの要国別出現E数について表2よりみると， 86WC及び90

WC さらに 94WC の 3 大会ともにもっとも多いのは FK の 37.0~55.7 屈の 36.3~44.9% であ

り，次いで TH の 28.0~33.8 @]の 22.6~33.1 %，さらに GK の 15.0~ 18.3 回の 13.4~17.9%， 

OTH の 8.0~ 12.0 自の 7.8~ 1O.7% の}II翼であり，もっとも少なかったのは CK の 5.0~10.9 囲の

4.9~8.6% であった。

有意差で辻， 86WC及び90WCの GKとOTHとの間， OTHとCKとの間，さらに 94WC

の FKとTHとの関， OTHとC豆との間などには有意差はみられなかったが，飽はいずれの

間にも顕著に有意差 (P<O.OOl)がみられた(表工)0 

要因 V.OTH のなかの V-l~V-6 の区分では，もっとも多いのは 86WC は C の 3.3畠

の2.79丸90WCはINJの3.8回の 3.3%，さちに 94WCはCの3.5自の 3.4%であった。これ

ら要因 V.OTH のなかの 6 区分の各々ははいずれの大会とも 0~3.8 回の 0~3.4%と出現国数

が少なかった。

要菌別出現居数の 3大会別推移を図 3よ乃みると， 94WCが前 2大会よりも減少している

要茜は FK及び CKであり，大会ごとに順次減少し，ともに 94WCが86WCIこ対して有意(p

<0.05) に減少した。さらに OTHも減少しているが有意差はみられなかった。 OTHのなかの

Table 2 Factor of Out-of-Play Per Match and its Occuring Percentage 

E III IV V V 0百{

Cof laMssatifch ication Factor 百i FK GK CK 0百f VG-lI V-IR2J VC -3VS-0 4V5-25B VO-th S Total 

86WC n 28.G55.717.710.712.97128 4.0 2. 7 2. 7 3.3 。2.0 1.3 
% 4212.966 474:.95 14.2S.59.10.8 

228228425-.3 9 7 5 
0.0 1.6 1.1 

Time Requiredmin:sec % :51143:853410:G.886:225 3138 :19 25 :02:28: 880:3240:29 8 
3.0 46.3 13.3 10.8 16.6 100.0 .6 6.4 2 0.0 1. 4 O. 

Time Per Action sec 10.7 19.1 17.3 23.3 31.8 18.5 48.2 55.4 15 o 16.2 14.9 
90WC n 32.3445150877.458 55 1120718120 3 2.0 3.8 2.5 90.522.258.5 7 % 28.7 39.6 13.4 7.6 10.7 100.0 1.83.324.25 .4.0.  
Time Required min:sec 51:52714:465:2326:2..3 1138 5i :87 4i44:2926 3:8856:G:151G:490:15 1 

% 6.42.1 15.33181 10.0 8.2.10.S1.205 . 
Time Per Action sec 10.9 19.9 21.5 19.4 31.8 18.8 49.3 18.0 22.6 16.0 15.0 

90WC n 33.837.0187 .3 5.0 8.0 102.0 22 .G 0 0.3 3.5 0.3 2.0 。
% 33.1 36.3 17.9 4.9 7.8 100.0 .0 .2 3.4 0.2 2.0 0.0 

Time Required min:sec 25:34593 :425:282:293:1527:11 4i65:3378:1971 G:48G:G58:3..8 3 1 8 % 8.5.623.3S.5 214 2.9180.0 405.2.90.33 2 0.0 
Time Per Action sec 9.9 15.7 20.8 28.0 24.4 16.0 .4 45.9 13.6 21.4 1 。
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Table 3 Significantry Difference (%) of Occuring Number of ξach F昌ctorof Out-of-Play in 86 WC今 90WC，94 WC 

。百i
86¥んrc
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Fig. 3 Percentage of Occuring Number of each Factor of Out-of-Play and its Significantly Differεnce (%) 

6区分を少しくみると， INJでは 86WC及び90WCに対して 94WCが有意 (pく0.05，P 

く0.001) に減少したことは特徴的であったむ

逆に， 94WCが増大している要因は TH及び、 GKであり， THは大会ごとに照次約 5%ずつ
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増大して有意差 (86WCく90WC， 94 WC. Pく0.05，Pく0.01)がみられた。 GKでは 94WCが

90WCに対してやや増大 (pくなりした。

要因別所要時間では， 86WC及び90WCはもっとも長かったのは FKの 17分 14秒 (46.3

%人 14分46秒 (42.1%)であり，次いで OTHの6分22秒 (16.6%に 6分21秒 (18.1%)で

あった。さらに TH 及び GK の約 5~6 分 (13~17%)の}II震であり，もっとも短かったのは CK

の4分08秒 (10.8%)， 2分45秒 (7.8%)であったo 94WCで辻，もっとも長かったのは FK

の9分42秒 (35.6%)，次いで GK 及び TH の 5~6 分 (20~23%)，さらに OTHの3分自

秒 (12%)の頼であり，もっとも短かったのは CKの2分20秒 (8.6%)であった。

要因別の 1@J当与の所要時間では， 86WC及び90WC'まもっとも長かったのは OTHの約

32 秒，次いで FK， GK， CK などの約 17~23 秒であり，もっとも短かったの辻 TH の約 11 秒

であった。 94WCは，こ乱らとは少しく様相が異なり，もっとも長かったのは CKの28.0秒，

次いで OTHの24.4秒， GKの20.8秒， F豆の 15.7秒の}II買であった。もっとも短かったのはお

WC及び90WCと向じく THの9.9秒であった。

有意差では， 86WC はCKとFKとの関及びFKとGKとの間， 90WCでは GK，FK及ぴ

CKのそれぞれの間，さらに 94WCでは CKとoτHとの関， OTHとGKとの関には有意差

はみられなかったが，他はいずれの間にも顕著に有意差 (p<0.001)がみられた(表引っ要

思 V.OTH のなかのV-l~V-6 の区分では， 3大会別ともほぼ同じ館向であり， INJが約46

~55 秒ともっとも長く，次いで GI のお~48 秒，さらに SO の約 21 ~23 秒 (86WC は無し)

であったむ SUB は約 16~ 19 秒， C は約 14~18 秒であり，その砲の Oth は約 15 秒 (94WC

は蕪し)であった。これら SじB，C及びOtむなどは平均約 16秒であり多アウトオププレーの

全平均の約 18秒よりも短かった。有意差では， INJとGIとの間には有意差がみられなかった

が，これらと健の SO，SUB， C， Othなどの4者との間にはそれぞれ有意差 (pく0.001)がみら

れた。なお， SO， SUB， C， Othなどの4者間にはいずれの関にも有意差はみられなかった。

要因別の l国当りの所要時間の 3大会部推移を国4よりみると， τHで辻 94WCは86WC

及び、90WCに対して約 1秒減少した。 FKでは， 94WCは約4秒と明らかな減少 (pく0.01) 

であった。 G五では，逆に 86WC~こ対して 90WC 及び、 94WC が増大 (pく 0.05) した。 CK

では， 90WCに一度減少 (pく0.05) したが， 94WCでは顕著に増大 (pく0.001) した。しか

も86WCよりも大 (pく0.05)であった。 OTHでは， 94WCは86WC茨び、90WCよりも約7

秒の減少であったが有意差はみられなかった。

要因 V.OTH のなかの V-l~V-6 の区分で辻， GI は3大会ともはほ同じく， SUBはや

や増大領向であった。逆に INJ'立大会毎に 1国当りの所要時間が}II夏次減少し， Cもやや減少

(pく0.1)した。なお， SOでは 86WCに出現しなかったが， 90WC及び94WCでは約 22秒

であり，その他の Othは86WC及び90WCの約 15秒であったが， 94WCでは出現しなかっ

た。



Significantry Difference (t) of τime Per Action of each Factor of Out-of-Play in 90 WC 
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Fig.4 Time Per Action of each Factor of Out-of-Play and its Significantly Difference (t) 

SO C INJ GI OTH CK GK FK TH 

アウトオブプレーの時間豆分別生起率3 

86 

WC 及び、 90WC で iまともにもっとも多いのは1O~20 秒の 35.2~38.7% であり，次いで 10 秒、
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アウトオブプレーの l回当りの所要時需の時間区分別出現回数の比率を表5よりみると，



未満の 25.2~29.8% であり，さらに 20~30 秒の 20.2~22.5% のJrl重であった。もっとも少ない

のは 30 秒以上の 13.6~14.8% であり， 86WCと90WCは同じ傾向を示したo 94WCで詰，

先の 86WC及び90WCとは様相が異なり，もっとも多いのは 10秒未満の 36.5%であり，次

いで1O~20 秒の 32.8% であった。さらに 20~30 秒の 2 1. 1%の}II震であり，もっとも少ないの

は30秒以上の 9.6%であった。有意差で辻， 86WC の1O~20 秒と 10 秒未満との関及び 20~

30 秒と 30 秒以上との間，次いで 90WC の 10 秒未満と 20~30 秒との間，さらに 94WC の 10

Table 5 Occring Percentage of Division of Time 

Division of Time sec τotal 
Factor o ---10 10---20 20---30 30--- % 

86WC 百{ 53.6 33.3 13.1 0.0 100.0 
II FK 24.6 40.0 17.4 18.0 100.0 
III GK 32.1 34.0 26.4 7.5 100.0 
IV CK 9.4 25.0 50.0 15.6 100.0 
V 。百i 13.9 27.8 13.9 44.4 100.0 

I---V 29.8 35.2 20.2 14.8 100.0 

V-l GI 0.0 0.0 12.5 87.5 100.0 
V -2 INJ 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0 
V-3 C 10.0 80.0 10.0 0.0 100.0 
V-4 SO 。 s G む s 
V-5 Sじ3 33.3 16. 7 50.0 0.0 100.0 
V -60th 50.0 25.0 0.0 25.0 100.0 

90WC 百i 45.7 46.5 7.8 0.0 100.0 
II F五 25.3 34.8 23.0 16.9 100.0 
III G五 5.0 38.3 41. 7 15.0 100.0 
IV C五 5.9 50.0 44.1 0.0 100.0 
V 9百i 8.3 25.0 20.8 45.9 100.0 

I---V 25.2 38. 7 22.5 13.6 100.0 

V-1 GI 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0 
V-2 1出J 0.0 6. 7 13.3 80.0 100.0 
V-3 C 0.0 50.0 50.0 0.0 100.0 
V-4 SO 0.0 50.0 50.0 0.0 100.0 
V-5 SじS 30.0 40.0 10.0 20.0 100.0 
V-60th 33.3 33.3 33.3 0.0 100.0 

94WC 耳i 63.0 30.4 5.9 O. 7 100.0 
II FK 34.5 37.8 16.9 10.8 100.0 
III GK 9.6 31. 5 52.1 6.8 100.0 
IV CK 0.0 15.0 50.0 35.0 100.0 
V 。百i 18.8 34.4 15.6 31. 2 100.0 

I---V 36.5 32.8 21.1 9.6 100.0 

V-1 GI 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0 
V -2 INJ 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0 
V-3 C 21. 4 64.3 14.3 0.0 100.0 
V-4 SO 0.0 0.0 100.0 0.0 100.0 
V-5 SじS 37.5 25.0 25.0 12.5 100.0 
V -60th s 。 G 。 。
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秒、未満と1O~20 秒との開会どにはいずれも存意差がみられなかったが，これら以外辻いずれ

の間にも顕著に有意差 (P<O.OOI)がみられた(表6)。

時時区分の 3大会別推移を図 5よりみると， 10秒未溝では 94WCは86WC及び90WCに

対して明らかに増大 (pく0.05，Pく0.00りした() 1O ~20 秒では， 94WC は 90WC に対してや

や減少 (pくなりした。 20~30 秒では， 3大会ともほぼ同じ頻向であった。 30秒以上では， 94 

WCは前 2大会対して減少 (pく0.05，Pく0.1)したG

これを少しく詳細に要因別でみると， THでは 94WCの 10秒未満辻 90WCに対して約 17

%の暁らかに増大 (pく0.01)であった。逆に， 1O ~20 秒で辻減少 (pく 0.01) した c FKでは，

94WCの 10秒未溝は前 2大会に対して約 10%のやや増大 (pく0.1)であった。逆に， 30秒

以上ではやや減少 (pくO.りしたG

GKでは， 90WC及び94WCの 10秒未講が86WCに対して明らかに減少 (P<O.OI，p 

く0.00りした。逆に， 20~30 秒では増大し， 94WC は 86WC に対して約 2 倍の 52.1% とな

Table 6 Significantry Difference (%) of Division Time at Out-of-Play in 86 WC， 90 W仁 94WC

86WC o '"'-'10 10'"'-'20 20-----30 30，..._. 

o ，..._，10 NS ※※>  ※※※>  
10，..._，20 来・※※> ※※※>  
20，..._，30 NS 
30""'-' sec 

90WC 。，..._.10 10----20 20----30 30，..._. 

o ""'-'10 く夜来* NS ※楽来〉
10""'-'20 ※※※>  ※※※>  
20，...，_，30 NS 
30""'-' sec 

94百TC 。""10 10，..._.20 20"'-'30 30，..._. 

。""'-'10 NS ※※※>  ※※※>1 
1 0，...，_，2 0 ※※※>  ※※※>  
20""'-'30 ※※※>  
30""'-' sec 

※※P <0.01 ※※※P <0.001 
百SNot Significantly Difference 

ム口
~ 86WC n:372 
仁コ 9uWCn:449 ・.94WC n:4u8 % 

2竺 2l.1ム
。~lü 1O~2ü 2ü~3ü 3ü~ 

sec 
ムP<u.l※P<u.u5※※※P<U.UUl

Fig. 5 Occuring Percentage of Division of Time at Out-of-Play 
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った (P<O.Ol)0 CKもGKと関様に 94WCでは 10秒未満が皆無となり， 1O~20 秒、で辻 90

WCに対して明ちかに減少 (P<O.Ol) し，逆に 30秒以上が35%と増大したc

OTHで辻， 94WCは 10秒未満が増大し，逆に出現回数のもっとも多い 30秒以上が減少し

たが3大会聞の有意差はみられなかった。

IV 考察

A アウトオブプレーとインプレ一時間の比率

アウトオブプレーとインプレ一時間の比率で辻，松本ら (1989)10)の巨本国内男子の 88年度

天皇杯決勝及び全冨高校決勝はともに 49.5%対 50.5%で迂ぼ半々であり，長沢らな991)11)の

90W杯では 38.9%対 61.2%と報告している。女子試合では第 8@lアジア杯女子91似の 43.1

%対56.9%，第 1毘 WC女子9114)の 38.5%対 61.5%であった。これらの報告は，ロスタイ

ムを含めた試合時障での比率であり，本訴究とは多少の相違はあるものとは言え， WC男子3

大会は約 30~43% 対約 57~70% であり，なかでも 94WC ではアウトオププレ一時間は約 30

%と試合時間 90分の 113である 30分を下田り，インプレ一時間は約 709らと 2/3である 60分

を越えて上回り， しかも前半に対して後半がほぼ同じであることが辞書史的であると言えよう c

l回当りの所要時間では，天皇杯決勝のアウトオププレー 23.3秒，インプレー 23.8秒10)と

比しても今回の WC 男子のアウトオブプレーの 16.0~18.8秒は顕著に小 (pく0.001)であり，

インプレー辻 86WCの 27.0秒を除いて他の 90WC32.2秒及び94WC  38.6秒は顕著に大 (p

く0.001)であった。なお，女子試合では第 8国アジア杯女子91はアウトオブプレー約 20秒，

インプレー約 25秒13)，さらに第 l回 WC女子91ではアウトオププレー 16.0秒，インプレー

26.8手少14)であった。

図6より，このインプレーの持続時間を少しく詳細にみると， 30秒未満では 86WCの 68.8

%がもっとも大であった (P<O.Ol)0 30~60 秒では約 21 ~27% と 3 大会開には有意差がみら

れなかったo 60秒以上では 94WCの 20.7%がもっとも大であった (pく0.01)0 なお， 2分以

。~30sec 30~60 60~ 

86WC 
n:349 

90WC 
59.5 I ----I I i※ 

※ 
※ 

ゴi
I w. I 

53.7 
n:391 

。 50 100弘

※※P<O.Ol※※※P<O.OOl 

Fig.6 Percentage of Division of Time Per Action of In-Play 
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上持続した回数では， 1試合当り 86WCの1.8回， 90WCの2.3@， 94 WCの 3.8回と頴次

増大していた。最長の持続時聞は 90WC決勝西ドイツ対アルゼンチンの前半 32分からの 3分

33秒，さらに 94WC決勝ブラジル対イタリアの前半34分からの 3分 32秒であり，ともに決

勝のほぼ同じ時間帯の同じ持続時間であった。

B アウトオププレーの要因別回数及び時間の生起率

WC男子のアウトオブプレーの要国別出現回数の 11立は FK の約 36~459も， 21立は TH の約

23~33%， 31立は GK 約 13~18% ，次いで OTH の約 8~11%， C互の約 5~9% の }II"&であった。

これは長沢らの 90W杯の 1位 Hι2位 THIIJとは一致したが，天皇杯決勝及び女子試合など

の l 位 TH の約 33~459弘 2 位 F瓦の約 24~339ム 3 位 GK の約 12~23% lOì13)14) などとは様相が

異なり特接的と言えよう。

存意差では， 3大会期ともに第4f立の OTHと第 51:立の CIくとの聞に有意差がみられなかっ

たが，他の要国民聞は 3大会別におおむね有意差(P<O.OOl)みられたことが特徴的であった。

94WCでは，前2大会で有意差がみられなかった GKとOTHとの間に有意差 (pく0.01)が

みられたこと，さらに 86WC及び90WCで有意差がみられた F瓦と THとの間に 94WCで

は存意差がみられなくなったことなどが注目されよう c

要因 V.OTH のなかのV-l~V~6 の区分の各々の出現回数は WC 男子の 3 大会ともに 0

~3.8 毘の 0~3.4%と， GIの出現回数は別として，他の I珂J，C， SO， SUBさらに Othの出現

冨数が少ないことはサッカー試合においては当然のことと言えよう c

要因別出現回数の 3大会到推移では， FK及びC豆がともに 94WCには減少 (86WC>94 

WC，Pく0.05) し，逆に， TH (86WCく90WC， P<0.05o 86 WC<94 WC， P<O.OI)及びG五が

増大した。 FKの減少は FIFAのフェアプレー推進1)21の効果のあらわれとも考えられ， THの

増大はタッチライン際でのプレッシャーがより強くなっているとし寸戦構的な側面も考えられ

よう。なお，もっとも出現回数の多い FKの試合中の時間間橋では， 86WCは l合 37秒に i

@， 90WC は2分 01秒;こ 1@，さらに 94WCは2分 26秒に l回の暫合であ句，大会毎に時

時間隔が約 25秒づっ長くなったo THでは 86WCは3分 13秒に 1回， 90WCは2分47秒iこ

1 @，さらに 94WCは2分40秒に l屈の割合であり， FKと辻逆に大会毎に時間間隔が短か

くなった。この THでは天皇杯決勝の 2分 26秒に 1@の割合10)よりも WC男子の 3大会は約

30秒長く，さらに第 l回 WC女子91の約 l分 30秒に 1自の割合14:よりも， WC男子は約 l

分 20秒も長く約 2倍の長さであった。

要因別所要時間で辻，もっとも長い FKは86WCの約 17分及び90WCの約百分などと比

して 94WCでは約 10分とな均， 5~7 分の減少であった。さらに OTH の 86WC 及び 90WC

の約6分 20秒と比して 94WCでは約 3分 15秒と 1/2に減少したことなどが特鍛的であり，

これらは先述のように FIFAの努力の成果のあらわれと言えよう。

1@さきりの所要時間で、は， 86WC及び90WC誌はぼ所要時間及びそのJII貢位iま類同し， 1 f立

OTH の約 32 秒，次いで H仁 GI仁 CK などの約 17~23 秒であり，これら l@当りの所要時間
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Table 7 Occuring Number，豆equiredτimeof Out-of-Play and 氾 PercentagePer Match in 86 WC， 90 WC， 94 WC 

Soccer-ba11 Soccer-ba11 Other 
goes out Pitch is in Pitch 

I到JC SO 
百IGK CK GI F五 SUB Oth Tota1 

86WC n 59.0 55. 7 9.3 124.0 
(%) (47.6) (44.9) ( 7.5) (100.0) 

Occuring 90WC n 57.8 44.5 10.0 112.3 
Number (%) (51. 5) (39.6) ( 8.9) (100.0) 

94羽TC n 59.0 37.0 6.0 102.0 
(%) (57.9) (36.3) ( 5.8) (100.0) 

86W C min(%:se) c 
16:29 7 1 17:44 6 2 4:14 2 2 

38:19 7 

RTeimque ired 90羽7Cmin(%:se) c 15:2 14:4 4:5 35:0 
(44.0 

g4WC min(%:se) c 15:4 9:4 1:4 27:1 

は，先述の要因別出現回数の比率の頗位とはおおよそ逆の傾向を示していた。 94WCは86WC

及び、90WCとは様相が異なり 11:立 CK28.0秒，次いで OTH24.4秒と逆転していたことが持

徴的と言えよう。

1囲当りの所要時間の 3大会開推移では， 94WCは出現囲数のもっとも多い FKの l回当り

の所要時間の減少 (86WC， 90 WC >94 WC， Pく0.01)が特護史的と言えよう。さらに要因V.

OTHの 1@]当り約 7秒の減少は，要因V.OTHのなかの INJ及びCなどの l回当乃の所要

時間の減少によるものと考えられ注目されよう。この INJは94WCから競技者の負傷4)の時

の対忠及び担架の使用7)がスムーズなったことによるものと考えられる。

表7より，ボールがピッチ外iこ出たアウトオププレーの割合では，出現回数は 86WCの48%，

90WCの52%，さらに 94WCの58%と大会毎に頗次約4%の増大であり， 94WCは86WC

に対して明らかに増大 (p<O.Oりした。これら WC 男子のピッチ外の 48~58% は，天皇杯

決勝の 66.99も10)及び女子試合の第 8昌アジア杯女子91の72.89も13)，さらに第 l回女子 WC91

の68.3%14)に対して顕著に有意 (pく0.001) に小であった。なお，長沢ら (1991)の90W杯

の54.8鴨川とは有意差がみられなかったむこれらから WC男子はボールがピッチ外;こ出たア

ウトオププレー辻少ないと言えよう。 1 試合当与の所要時開では，ピッチ外は 15 分 29 秒~16

分 21秒と平均約 16分であり， 3大会聞に辻増減はあまりみられなかった。逆に，ピッチ内で

は 94WC'ま 9 分担秒と 86WC 及び 90WC よりも約 5~8 分の減少であった。その他 (INJ，C ，

SO，SUB，O出)では，出現酉数は減少鰭向であり，しかも所要時間は 86WC及び90WCの4

~5 分であったのが， 94WCは約 112の2分弱と減少したことも詮呂されよう。

C アウトオブプレーの時間豆分別生起率

アウトオブプレーの l呂当りの所要時間の時間区分別生起率では， 86WC及び、90WCはと

もに 1 位が1O~20 秒と同じ傾向を示しているが， 94WCはこれらとは異なり 1回当りの所要
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30秒以上は逆に減少して 1位となり，時需の 10秒未満が明らかに増大 (P<0.05，Pく0.001) 

当呂この 94WCの様梧は第 l@]女子 WC91141と類同し，して特徴的であった。(pく0.05)

86WC及び90WCなどの様相は第 8りの所要時間が短くなっているものと言えよう。なお，

回アジア杯女子9113)と類同していた。

94 94WCの THおよび F互に特徴がみられ，アウトオブプレーの要因別の時間区分では，

94WCの FKWCのτEは 10秒未満の出現回数が90WCに対して有意 (pく0.01)に増大し，

この FKをしfこC30秒以上ではやや減少 (pく0.1) し，では 10秒未満がやや増大 (pく0.1) 

いわゆるゴール話での得点をねらう特にシュートにつながる場面では，少しく詳細にみると，

1@]当りの所要時間の 30 秒以上の出現回数が FK 全体のなかで1O~14弘と出現しているが，

(図 7)。94WC の 10.3% は前 2 大会の 13.4~13.8%に対して約 3%とわずかに減少であった

90WC さらにこのシュートにつながる場面での 1@]当りの平均所要時需は 86WCの35.6秒，

94WCは90WCよりも約 6秒とやや減少の37.4秒， 94WCの31.2秒と約 31~37 秒であり，

94WCの 10これに反してその地の場面の FKの出現毘数の比率では，〔表忌，)c した(pく0.1) 

さらに， 30秒弘上では 94WCの0.7%したむ秒未満は前 2大会に対してやや増大 (P<O.I)

に対して減少した。 1回当りの平(pく0.1) (pく0.05)及び90WCの 3.4%は 86WCの4.2%

86WC の 13.9 秒及び 90WC の 14.7 秒に対して 94WC の 1 1.7 秒は 2~3 秒

94WCの FKの i国当りの所要待問の減少

は，シュート場面での所要時間も減少しているが，それ以上にシュート場面以外のその地の FK

したむ以上これらから，

土台所要時間では，

と明らかに減少 (p0.01) 

時の所要時間の減少が大であったことによるもわと考えられよう c

94WCの GK及び CKは 10 秒未満及び1O~20 秒などの時開区分が減少これらとは逆に

3大会問には有意差がみられ

20秒以上が増大しているものと言えよう c

出現呂数のもっとも多い 30秒以上が減少したが，

して，

OTHでは，
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ム
※ 

。.hh
門

% 

40 

30 

20 

10 

(
)
的

j
e
C
N

(

)

∞

}
{
c
-

2
j
c
 

o
m
i
-
-
t
C
N
 

C
N
1
2
 

。
円
、
3
5
J
1
0

。円、C
N
J
2
 

。
C
-
l
c
 

G
む
的

。
j
、
。
的j

s
 

1
2
 

94WC 

ムP<O.l ※P<0.05

Occuring Percentage of Division of Time at FK 

- 150-

90WC 

Fig.7 

86れrc



Table 8 Average Required Time of FK and its Significantly Difference (t) 

むaseof Try at Goal Other 

86WC n 40 127 
出ean土SDsec 35.6土13.90

司90WC n 41 137 
部ean+SDsec 37仕 17.53コム 14. 7士号.02

94WC n 31 117 
現ean+SDsec 31. 2+ 11. 86 11.6+6.81 

ムPく0.1 ※Pく0.05 来※Pく0.01

なかった。この要因V.OTHのなかでも比較的 l囲当りの所要時間の長い GI及ぴINJでは，

30秒以上がともに 80%以上であったo GIの最長辻 77秒 (90Wじであり， 60秒以上辻3大

会ともにいずれの大会も 8田中 1回であった。 INJの最長は 93秒 (86WC)であり， 60秒以

上は 86WCの全いずれの大会も 8田中 2回， 90WCの全 15回中 5屈であった。なお， 94WC

のINJは前2大会と辻異なり，全4試合中 1自の46秒であったc

以上のことから，アウトオブプレーの要菌別で辻，もっとも出現因数の多い FKは出現E数

が減少し，シュート場面及びそれ以外の所要時間が 94WC には明らかに減少して1O~20 秒の

時間区分がもっとも多かった。 T司では出現回数が増大しているが，所要時間はわずかに減少

して 10秒未満の時間区分がもっとも多く， OTHでは，出現呂数が減少し，所要時障はやや誠

少して 30秒以上の時間区分がもっとも多かった。なお， OT自のなかの INJの出現回数および

所要時間の減少も注目されよう。

逆に， GKで辻，出現回数がやや増大 (pく0.1)し，所要時間も増大 (pく 0.05) してお~30

秒の時間区分がもっとも多かった (pく0.01)。さらに， CKでは出現百数が減少 (pく0.05) し

ているが，逆に所要時間は増大 (pく 0.00りして 20~30 秒の時間区分がもっとも多かった。

これら GK及び、CKの所要時間の増大傾向辻今後の課題となるであろう。

IV 要約及びまとめ

第 13図WCメキシコ 86，第 14自WCイタワア 90，及び第 15@] WCUSA 94の準決勝・決

勝・三位決定戦などの 11fJtlを収諒した VTRから，サッカー試合中のアウトオププレーとイ

ンプレ一時間のよヒ率及びアウトオブプレーの要菌到出現回数・所要時開とその比率などを各大

会部に比較検討した。結果は以下の通りである。

① ロスタイムを除いた試合時間90分におけるアウトオブプレーとインプレーの 1試合当

与平均時間(比率)では， 86WCは38分 19秒 (42.6%)対51分41秒、 (57.4%)， 90 WC は

35分07秒 (39.1%)対日分42秒 (60.9%)， 94 WCは27分 11秒 (30.2%)対62分49秒 (69.8

%)である。

② アウトオブプレーの 1 回当りの所要時間辻 16.0~18.8秒であり， 94WCの 16.0秒が最

小 (pく0.05)である。
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③ インプレーの 1 目当り持続時間は 27.0~38.6 秒であり， 94WC の 38.6 秒が最大 (p

<0訓)であるc
④ 1試合当りのアウトオブプレーの要因別出現百数では， 3大会とも同様であり，比率の

高いものから頗に FK の 37.0~55.7 固 (36~45%) ， TH の 28.0~33.8 回 (23~33%入 GK の

15.0~ 18.3回 (13~18%)， OTH の 8.0~12.0 @] (8~ 11 %)， CK の 5.0~ 10.9 回 (5~9%) で

ある。

⑤ アウトオププレーの要因別 1田当りの所要時需では，出現回数と辻逆であ句，大会別に

様相が異なり，所要時関の長いものから頼に， 86WCは OTHの 31.8秒， CKの23.3秒， FK 

の 19.1秒。 90WCはOTHの 31.8秒，む豆の 21.5秒， FKの 19.9秒。 94WCは CKの28.0秒，

OTHの24.4秒， GKの20.8秒である c

⑤ アウトオププレーの時間区分翌日の生起率で、辻， 86WC 及び、 90WC は1O~20 秒の 35~39

%がもっとも多く，次いで 10 秒未満の 25~30% である。 94WC は前 2 大会と異なり， 10秒

未講の 37%がもっとも多い。

⑦ 94WCを中心にして， 1試合当りのアウトオブプレーの要因別大会民推移では，もっと

も出現回数の多い FKは出現回数37.0田 (36.3%)が減少 (pく0.05) し，所要時間も前 2大

会の約 15~17 分から 94WC の約 10 分と減少している。さらに l 毘当乃の所要時間 15.7 秒も

減少 (pく0.01) している。

TH'ま出現回数 33.8回 (33.1%)が増大 (pく0.00りしているが， 1 @]当りの所要時間 9.9秒

はわずかな減少である。

OTHのなかの INJは出現国数0.3回 (0.2%)が減少 (pく0.001)し， 1冨当りの所要時間 45.9

秒も減少している。

逆に GKは出現回数 18.3回 (17.9%)がやや増大し， 1国当りの所要時間 20.8秒も増大中

く0.05) しているっさらに CKは出現百数5.0匝 (4.9%)が減少 (pく0.05) しているが， 1 @] 

当りの所要時需 28.0秒は増大 (pく0.001)している。

本諦究の一部は平成 7 年度奇塚UJ学冨特~Ij研究費禎助金により行われた。
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